
 

 

 

 

 

 

 

安全・安心まちづくりに関する意識

 

（概要版） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年５月 

宇都宮市市民生活部自治振興課 
資料 ５ 

調査 



Ⅰ 調査の概要 

 １ 調査目的 

   この調査は，安全で安心なまちづくりを推進するに当たり，身近における犯罪発生

の状況，地域における防犯に関する取組状況などを把握するため実施した。 

 ２ 調査項目 

  ⑴ 宇都宮市の印象について 

  ⑵ 地域との関わりについて 

  ⑶ 地域の犯罪について 

  ⑷ 地域の防犯活動等について 

  ⑸ 防犯の取組について 

 ３ 調査設計 

  ⑴ 母集団 

    市内の満２０歳以上８０歳未満の男女 

  ⑵ 標本集 

    ３，０００人 

  ⑶ 標本抽出方法 

    年齢別，居住地別に無作為抽出 

  ⑷ 調査方法 

    郵送法 

  ⑸ 調査時期 

    平成１６年３月１日～同年３月３１日 

 ４ 回収結果 

   有効回収数（率） １，２９８人（４３．３％） 

 ５ 標本構成 

  ⑴ 性別 
性 別 回答数 率（％） 

男  性 ５４４ ４１．９ 
女  性 ７４０ ５７．０ 
不  明 １４ １．１ 

計 １，２９８ １００．０ 
 

 

－１－ 



  ⑵ 年齢別 
年 齢 回答数 率（％） 

２ ０ 歳 代 １１７ ９．０ 
３ ０ 歳 代 １４９ １１．５ 
４ ０ 歳 代 ２１０ １６．２ 
５ ０ 歳 代 ２３９ １８．４ 
６ ０ 歳 代 ２９２ ２２．５ 
７ ０ 歳 代 ２７８ ２１．４ 
不   明 １３ １．０ 

計 １，２９８ １００．０ 
 

  ⑶ 性・年齢別 
男  性 女  性 

年 齢 回答数 率（％） 年 齢 回答数 率（％） 
２ ０ 歳 代 ４０ ７．３ ２ ０ 歳 代 ７７ １０．４ 
３ ０ 歳 代 ５１ ９．４ ３ ０ 歳 代 ９８ １３．３ 
４ ０ 歳 代 ８０ １４．７ ４ ０ 歳 代 １３０ １７．６ 
５ ０ 歳 代 ９３ １７．１ ５ ０ 歳 代 １４６ １９．７ 
６ ０ 歳 代 １３２ ２４．３ ６ ０ 歳 代 １６０ ２１．６ 
７ ０ 歳 代 １４７ ２７．０ ７ ０ 歳 代 １２８ １７．３ 
不   明 １ ０．２ 不   明 １ ０．１ 

計 ５４４ １００．０ 計 ７４０ １００．０ 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 １ 宇都宮市の印象について【問１】 

   宇都宮市が住みよいまちであると聞いたところ，住みよいが８１．５％（住みよい

３３．８％＋どちらかといえば住みよい４７．７％）で，住みにくいの１０．７％（住

みにくい２．５％＋どちらかといえば住みにくい８．２％）を大きく上回っている。 

 

どちらかといえば住
みにくい
8.2%

住みにくい
2.5%

どちらともいえない
7.2%

どちらかといえば住
みよい
47.7%

住みよい
33.8%

不明
0.5%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 地域との関わりについて 

  ⑴ 地域における人付き合いの程度について【問２】 

    住んでいる地域での人付き合いの程度をきいたところ，地域ではほとんど人付き

合いがないという回答が７．９％あった。 

 

0.6

7.9

19.5

27.3

18.3

8.8

17.6

0 5 10 15 20 25 30

不明

ほとんど付き合いはない

簡単な挨拶をする程度の人がいる

立ち話をする人がいる

家に上がって話をする人がいる

気がねなく相談できる人がいる

緊急時にかけつけてくれる人がいる

(%) 
n=1,298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※n は回答者数 

－３－ 



  ⑵ 自治会の活動状況に関する認識について【問３】 

    住んでいるところの自治会の活動状況を聞いたところ，１６．３％の人は自治会

の活動を知らないと回答した。 

 

0.5

16.3

5.3

23.7

72.1

41.1

19.0

0 20 40 60

不明

自治会の活動を知らない

ほとんど活動していない

主に役員だけが活動している

回覧板を回している

行事や催し物などを行なっている

地域の問題について話し合って解決している

複数回答 

(%)
n=1,298 

80

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 地域の犯罪について 

  ⑴ 過去２，３年における犯罪の発生状況について【問４】 

    住んでいる地域で，過去２，３年の間に犯罪の発生状況はどうなっていると思う

か聞いたところ，多くなったが３４．５％（非常に多くなった５．２％＋多くなっ

た２９．３％）で，そのほぼ同数の３３．６％は変わらないであった。 

    また，２６．４％は分からないと回答した。 

 

不明
0.9%

多くなった
29.3%

非常に多くなった
5.2%わからない

26.4%

非常に少なくなっ
た
1.5%

少なくなった
3.1%

変わらない
33.6%
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  ⑵ ２，３年後の犯罪の発生状況について【問５】 

    これから２，３年先の犯罪発生状況をきいたところ，増えるとの回答が５０．４％

（非常に増える５．５％＋増える４４．９％）であった。 

 
不明
0.8%

わからない
23.3%

非常に減る
0.2%

減る
1.9%

変わらない
23.4%

増える
44.9%

非常に増える
5.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ １年以内における犯罪被害の認知について【問６】 

   ア 過去１年以内において，住んでいる地域で，自身が犯罪にあったり，犯罪のあ

ったことを見聞きしたことがあるか聞いたところ，６６．９％はあると回答した。 

 

 

ある
66.9%

ない
29.2%

不明
3.9% 
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   イ アにおいてあると回答した者に，それはどういった犯罪であったか聞いたとこ

ろ，空き巣が４９．４％で最も多く，次いで自転車の盗難が３３．７％，車上荒

しが２７．４％であった。 

 

1.8

3.1

3.2

4.7

5.1

11.6

11.7

14.5

14.7

16.3

27.4

33.7

49.4

0 10 20 30 40 50

すり

恐喝・ゆすり

のぞき

暴行・傷害

強盗

痴漢

その他の犯罪

自動車・バイク盗難

ひったくり

詐欺（悪質商法など）

車上荒し

自転車盗難

空き巣

(%) 
n=869 

複数回答  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑷ 不安に感じる犯罪について【問７】 

   ア 日頃，被害に遭うのではないかと不安に思う犯罪を聞いたところ，まず，不安

に感じている割合は８９．５％であった。 

 
不明
1.4%

特に不安に感じ
ない
9.1%

不安に感じる
89.5%

 

 

 

 

 

 

 

 

－６－ 



   イ 被害に遭うのではないかと不安に感じている犯罪については，空き巣が最も多

く，６７．２％であった。 

 

7.1

7.1

8.7

9.3

11.8

12.0

19.7

20.2

29.0

29.3

38.5

38.7

75.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

のぞき

その他の犯罪

すり

恐喝・ゆすり

暴行・傷害

痴漢

自動車・バイク盗難

強盗

自転車盗難

ひったくり

詐欺（悪質商法など）

車上荒し

空き巣

複数回答 

(%) n=1,162 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑸ 不安に感じる場所について【問８】 

    どのような場所で犯罪の被害に遭うか，不安を感じるところを聞いたところ，自

宅が５２．９％で最も多く，次いで駐車場・駐輪場が３２．８％，通勤・通学路が

３１．８％となっている。また，特に不安を感じないと回答した者が１０．９％で

あった。 

 

2 .3

10.9

6 .3

10.9

14.0

14.8

19 .5

31.8

32 .8

52.9

0 10 20 30 40 50 60

不明

特に不安を感じない

その他の場所

飲食店街

公園

商店街

大規模集客施設（デパートなど）

通勤・通学路

駐車場・駐輪場

自宅

複数回答 

(%) 
n=1,298 
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  ⑹ 不安に感じる理由について【問９】 

    不安を感じる理由について聞いたところ，街路灯や防犯灯がなく暗いとの回答が

４８．５％で最も多い。路上や空き地にごみが散乱していることについて不安を感

じる者が２５．１％あった。また，特に不安はないと回答した者も１０．１％あっ

た。 

 

2.9

10.1

14.3

10.2

13.8

14.3

18.2

19.3

25.1

32.4

48.5

0 10 20 30 40 50

不明

特に不安はない

その他

子どもが見知らぬ人に声をかけられた

近所付き合いがほとんどない

公園のトイレ等に落書きがされている

性風俗・ヤミ金融等のビラ・広告板が多い

ホームレスらしい人を見かける

路上や空き地にごみが散乱している

少年が集団でたむろしている

街路灯や防犯灯がなく暗い

複数回答 

(%) 
n=1,298 
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 ４ 地域の防犯活動等について 

  ⑴ 防犯活動への参加状況について【問１０】 

    市内の多くの地域では，既に防犯パトロールや有害なビラの除去，落書き消去活

動など住民による自主的な防犯活動や非行防止の活動が行なわれているが，こうい

った活動に参加しているか聞いたところ，まったく参加していないが５３．６％で

最も多く，参加しているは，１６．１％（積極的に参加している２．８％＋内容に

より参加している１３．３％）となっている。 

 

内容により参加して
いる
13.3%

積極的に参加して
いる
2.8%

ほとんど参加してい
ない
28.0%

不明
2.3%

まったく参加してい
ない
53.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

   〇年齢別 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

積極的に参加している 内容により参加している ほとんど参加していない

まったく参加していない 不明
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  ⑵ 防犯活動への参加意向について【問１１】 

    今後機会があれば積極的に地域の防犯活動，非行防止活動に関わりたいか聞いた

ところ，関わりたいと思っている者は，７３．４％（そう思う２９．７％＋少しそ

う思う４３．７％）であった。 

 
不明
2.3%

あまり思わない
20.8%

まったく思わない
3.5% そう思う

29.7%

少しそう思う
43.7%

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇年齢別 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

そう思う 少しそう思う あまり思わない まったく思わない 不明
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  ⑶ 参加できる防犯活動について【問１２】 

    ⑵においてそう思うと少しそう思うと回答した者に対し，どのような活動であれ

ば参加したいと思うか聞いたところ，犯罪の目撃情報を行政や警察に伝えるが  

４６．４％で最も多く，次いで地域内のパトロールが３７．６％，生徒児童の登下

校時の通学路のパトロールが３４．９％となっている。 

 

4.8

2.3

21.2

29.6

34.9

37.6

46.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

不明

その他

有害なビラの撤去や落書き消し等の活動

防犯講演会への参加

児童生徒の登下校時の通学路のパトロール

地域内パトロール

犯罪の目撃情報を行政や警察に伝える

複数回答 

(%) 
n=1,298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑷ 参加できない理由について【問１３】 

    ⑵において，あまり思わないとまったく思わないと回答した者に対し，参加でき

ない理由を聞いたところ，時間に余裕がないが５６．３％であった。 

 

14.2

13.3

11.7

11.7

17.4

17.7

19.9

30.7

56.3

0 10 20 30 40 50 60

不明

その他

自分自身が自ら防犯に取り組めば大丈夫

防犯は警察に任せればいい

参加のしかたがわからない

人間関係がわずらわしい

一緒に参加する人がいない

健康に不安がある

時間に余裕がない

複数回答 

(%) 
n=1,298 
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 ５ 防犯の取組について 

  ⑴ 現在取り組んでいることについて【問１４】 

    犯罪に遭わないため取り組んでいることを聞いたところ，戸締り・かぎかけを心

掛けているが９０．７％で最も多く，次いで夜道を一人で歩かないが３７．９％，

近隣の犯罪発生状況に気を配るが２９．７％となっている。 

 

1.8

3.5

2.0

0.9

4.5

9.0

14.3

17.4

17.7

18.2

18.9

29.7

37.9

90.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

不明

特にない

その他

近所の人と防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙをする

防犯ﾌﾞｻﾞｰなどの防犯ｸﾞｯｽﾞを携帯している

外出するときは隣近所に一声かける

自転車のかごにひったくり防止用の網をかけている

不審な人を見かけたら近所の人に伝える

犬を飼っている

ｾﾝｻｰﾗｲﾄや防犯ｶﾒﾗを設置している

ドアや窓の鍵を二重にしている

近隣の犯罪発生状況に気を配る

夜道を一人で歩かない

戸締り，鍵かけを心掛けている

(%) n=1,298

複数回答 
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  ⑵ 地域における必要な取組について【問１５】 

    犯罪や事故のない安全で安心なまちをつくるために必要な地域での取組について

聞いたところ，一人ひとりの防犯意識を高めるが７１．１％と最も多く，次いで地

域のつながりを強くするが４３．２％となっている。 

 

 

2.8

3.3

5.5

7.2

16.0

22.1

24.9

43.2

71.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

不明

その他

有害なﾋﾞﾗの除去や落書き消しなどを行なう

地域で防犯講習会を開く

防犯ｶﾒﾗ・防犯ﾌﾞｻﾞｰ等を家につける

地域住民による防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙを行なう

犯罪発生ﾏｯﾌﾟを作成し，地域住民で情報を共有する

地域のつながりを強くする

一人ひとりの防犯意識を高める

複数回答 

(%) n=1,298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ 市（行政）に望む取組について【問１６】 

    防犯活動について市に望むことを聞いたところ，防犯灯や街路灯の整備が   

６８．３％で最も多く，次いで道路や公園等の暗がりをなくすが３７．４％であっ

た。 

 

2.8

3.4

6.1

14.2

20.6

25.5

27.7

37.4 68.3

0 10 20 30 40 50 60 7

不明

その他

防犯意識を高める講習会の開催

犯罪から身を守るための知識の提供

防犯活動の組織づくりへの支援

繁華街などに防犯カメラを整備する

地域の犯罪発生状況の情報提供

道路や公園等の暗がりをなくす

防犯灯や街路灯を整備する

複数回答 

(%) n=1,298 

0
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－１４－ 

以下は手持ち 

問６のその他（この１年に被害にあったり見聞きした犯罪） 

   下着泥棒 ８人，連れ去り ６人，殺人   ５人 

問７のその他（被害に遭うのではないかと不安に感じる犯罪） 

   連れ去りなど子供に関係する犯罪 ３０人，放火 １０人，訪問販売 ４人 

問８のその他（犯罪に遭うのではないかと不安に感じる場所） 

   暗いところ １０人，駅 ６人，金融機関 ５人 

問９のその他（不安に感じる理由） 

   訪問販売，勧誘電話，ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ  １７人，外国人の増加 １５人，不審者の徘徊

１２人 

問１２のその他（どのような活動であれば参加できるか） 

   通行人への挨拶，自宅周辺での子女への声かけ 

問１３その他（防犯活動に参加できない理由） 

   高齢のため １４人，家族に介護が必要な者がいるため ２人 

問１４その他（犯罪に遭わないために取り組んでいること） 

   民間の警備会社と契約 ５人 

問１５のその他（安全安心なまちづくりのため地域で取り組むべきこと） 

   警察のパトロールの強化 １１人，暗がりをなくす ６人 

問１６のその他（市（行政）に望むこと） 

   不在交番の解消等警察への要望１２人，防犯パトロールの実施 ６人 

問１７ 「安全安心まちづくりについてご意見を自由に記載してください。」 

   ４２３人（１，２９８人中）が記載 

    不在交番の解消等の警察への要望  ８３人 

    防犯灯の設置等暗がりを解消すべき ５９人 

    犯罪発生状況等の情報の提供を希望 ２３人 

    暴走族対策希望           ８人 

     


